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• これまでの研究環境改革の取組に加えて、情報収集、調査分析機能の強化
により研究経営支援を推進する。

内外の政策や研究動向の把握と研究IRの推進によって研究経営を支援し、大阪大学と社会との間で「知」と「人材」と「資金」の

好循環が実現することを目指す。

B（1）➀ 国の政策情報の収集や国際的研究動向の調査分析、及び研究IR
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• 世界のトップクラスの大学の研究戦略や重点研究領域等の調査により、世

界の研究動向に関する情報や組織間協力、国際共同研究へ向けての基礎

情報を提供します。

政策情報、研究動向の調査

• 科研費やその他の外部資金の申請・取得状況等を把握するためにデータ

ベースを更新・活用して分析を行い、執行部による研究戦略策定の支援を

行う。

• 出口を見据えた重点研究分野を設定し研究成果の実用化を深化させるた

めに、特許調査や特許に影響を与えている論文等の分析を進める。

国の政策情報、国際的研究動向を調査分析し、必要な情報を執行部や
部局に提供する。

研究IRの推進

論文データベースや書誌データ分析ツール等により研究力の分析を行
い、大阪大学の研究経営と戦略策定を支援する。

• これにより、大阪大学が新たに掲げた「世界屈指のイノベーティブな大学」
になるという目標の達成に向けて、社会との間で「知」と「人材」と「資金」の
好循環が実現することを目指す。
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